
しょうがいのある人もない人もいっしょにコンサートを楽しみましょう 

青 野 浩 美 
バリアフリーコンサート 

 

2011.1.23(日) 午後１時 30 分開演（1 時開場） 

小牧市東部市民センター講堂（定員５００人） 

  ※先着順ですが、しょうがいのある人には、優先席がありますので、 

   ゆっくり来てください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 青野浩美さん（２６歳）は、体育教師の父、音楽

教師の母の間に生まれました。母親の影響もあって

声楽家を目指していました。しかし、大学卒業を間

近に控えた２００６年の１２月、突然全身が動かな

くなり、倒れたのです。 

 原因不明の病気でした。リハビリを続け、車イス

で生活できるようになりましたが、退院した直後、

今度は昼夜を問わない無呼吸の発作に襲われます。

医者からは、気管切開し人工呼吸器をつけないとい

のちが危ないといわれましたが、気管切開をすると

声が出なくなると、半年悩んだ末に手術をしました。

 特別なチューブを使うと声が出ました。声が出る

なら歌えないか、医師に尋ねると「前例がない」と

の答え。前例がないなら、自分が前例になればいい、

と青野さんは再び声楽家の道を歩きはじめました。

「障害者になって初めて分かることがある」、という

青野さんの歌とお話をぜひ楽しんでください。 

  

 当日は、バリアフリーコンサートです。しょうが

いのある人も小さなお子さんも遠慮なく参加してく

ださい。みんなでコンサートを楽しみましょう。 

入場

無料

主催（お問い合わせ先）  ここばりこまき

後援 小牧市 小牧市教育委員会 （社福）小牧市社会福祉協議会

（特）こまき市民活動ネットワーク

連絡先 E メール mail@kokobari-komaki.net
ファックス ０２０－４６２２－５７８３
サイト http://kokobari-komaki.net



（朝日新聞 2010 年６月２４日朝刊「ひと」欄） 

 

     ●● ここばりこまきの活動について ●● 

 

 しょうがいのある人が暮らすのに、４つのバリア（じゃまになるカベ）

があるといわれています。物理的なバリア、制度のバリア、情報のバリ

ア、そして、こころのバリアです。こころのバリアは、知らないこと、

無関心であることから生まれます。そこで、私たちは、しょうがいのあ

る人のことを知ることからはじめて、だれもが大切にされるまちづくり

をめざして活動しています。 

 こころのバリアフリーをテーマにした学習会や講演会を開催したり、

小牧に住むしょうがいのある人たちの暮らしやバリアフリーの取り組

みを取材し、手作りビデオ（ここばりビデオ）を作製しています。この

「ここばりビデオ」はこれまで地区ボランティア大会やジュニア奉仕団

の集まりで上映させていただき、たいへん好評を博しております。 

ここばりちゃん 


